
＜日本史探究®>平宅時代⑥萎科書：P.72~ P.80
□武士の成長
① 9c末ヵ‘ら IOc にかけで克方政治が大きぐ麟していく中で地方要族ゃ中央
に帰らずそ店きま現地に残った国司の子孫らは勢力を拡大はうと莞繋こ

争いをおこすようになる。その鎧圧のために、政府が派遣したのが(1. )や

(2. )である。

① 1ゃ2 には身分の低い中・下総晋族が任じられそのまま在庁官人(®)廷·iこ

なって現地に残り、有力な（3. ）［＝夕 ］とな否者が現れた。 3とlさだ澪

朝廷に武‘芸をもって仕たる武官を指し、 9c束以降,~宮中を繋備和5ために設

置された（5． )が3の原型とされる。

（⑲c末頃宮中警備嘩めに諮置された武‘士は？ ( ) 

®彼らは (6. )なとの一族ゃ（7 )[ • ]なとの徒者を率ぃで、

自分たちの槃力を拡丈していき、ときには国司な℃·にも反抗するょうにな点た。や力｀て

これらの武｀士は (8. )という逢合体をつくり始めた。

(I)平宅後期武装化した地方領主左中心にまとま傘武士の連合体のことを？
( 

＠地方に成長した瞑、中央粛族の出身者を (9. ）と仰ぃで、 8(/)中心に雷

疇。 9に1~<10. >(/)子であ~(11. 
n字

)[10(/) 曾孫である

く12. >炉疇遭てI iの祖となった］ゃくl3. >(!)子孫

である（~. )がな沿でいく。

I. I) 忘｀士団の統率者(J)1環的な知1で．桓諒釦浣れをくも四紆
() 

(2)大武士団の裸梁の例で、清和天皇の流れをくむのは？ ( ) 

®剛東に王屠国 11 の一族で、 (Is. )を瑕拠地とした<16. >は
ー族と争いを繰リ返し、斎喜［茨城］．怜許［栃木］よ麻［群馬］の国府さ政め落
とし、夷国の大半を占領して rl7. 立：自称した。口‘し、この [6の乱は、同じ東

国の武士でいとこの <(8. >ゃ可予(1)(f)く lq >が鎮圧した。



⑥同じ頃、もと (~o. ）［愛援］の国司であ哀く29. >も瀬戸

内海の海賊を平定したのに十分な恩嘗ヵ‘．翫‘某たことに腹を立て、逆に自ら
海賊を率いて反乱をおこした。勾の国府ゃ大宰府を攻め落としたが、‘q4海、

(Iク ）の祖である＜22. >と 0. )の <23. > 
によって滅ぼされた。 16の乱と21の乱を当時の年号をとって（泌 ）と心。

(I)窃年、事国の痘鼠を砕点とし、四麟応の紐止を図つで反乱を起こ
した人物は？ ( ) 

(2)もと伊予国司で瀬戸内海の海賊‘を率いて反乱面起こした人物は？
() 

(3)(2)の乱を鎖胆した人物の T人で、清和漁氏の社iとな:::,た人物は？
() 

回潰和漁恥勢力拡大
①この売と、 IOc後鞘には⑳でも出てきた（お ）が起こった。 25で、匁の
子の＜26. >は、左大臣＜17. >(J)陰謀の凝惑を密告し、 271~

左霊されることになった。その後藤原氏全器の時代‘とな果たので源氏は改涼緒

誌怠迂れて源氏は藤原氏のもと-C~. )として力を持っょうに辱。

②26の子の <29. >は．摂関家に奉仕しで保護を受け、 ||c には現在

([)千葉限中部(!)(30. )ガら鵬咎鵠に広が墓 (3l. ) (I0.28"'-3I) 

を鎖圧した。この結果漁氏が（ね． ）へ進出することとな某。

®さらに、 2Qの子の＜お． ＞は、 IO函Jta lOぬ思泣廿ておこ慕、栓蕊
が襄族（洸 ）氏の反乱であ'@ (3~. )を、子(/)<36. > 
と共に鋳圧した。その際 33は (37. )の嚢族 (38. )疇けを借
りで 35を平定したので、以後おが東北で塾力を持っょうにな泰。

[1)IO5l年に｀：：：り、前後l2年に起ん謹疇？ ( ) 
叫戸定し麟父子は？ ( } 
(3)(2)を支援し、（ 1）を平定した出羽の豪族は？ ( 

※九叫I にも武士団があった．I
IOIQ年に起きた（祖 ）で大宰府叫知怠た<.b,O. ). 

は九1J巾（の武士を指揮しで（4(． 恥侵入を撃環した。



®次に、 1083年ヵ1'6 1087年にかけておこった (42. )では、宇倍氏
に加コて陸奥出羽両国を支配した（お． ）一族の内紛を漁痣識

の子のく36. >が＜:e. ＞を助けて錐圧した。
この結男 43 は（4'1-. ）を拠点に乗北全咸‘を支配す琴うになリ、

（伶． ）糾応。 361さこ｀を通じて乗国への地盤を固めた。

(1)108奔におきた清原氏の一族の内鉛ガら始ま某鳥き？
() 

(2)(1)を平定し、”(/)武士バ言望を集めた人物1砂 ( ) 
(3)(1)の後奥羽地方で塾力を強め、王平尋点を稔した人物は？I(4)Ilc ガら I2cにわたって鯰で絶大な罹力を持茶(3)と日謬のことを］
回院恥渭幽

①こうした武士の力に目をつけた＜妬． ＞は絨‘簑ヵゞ著しい武士を塞

用し父の＜'lf!. > (®）にならって器諏をおこな某。（伶 坤

に知＜伶． ＞に位をゆずって（SJ. )[st. ]としてほ． ) 

暉き、天皇を篠覚しながら政治の実権を握る (53. )を始麟。

(1)後三条天皇の次に即位し怠天皇（的 ( } 
(2)(l) は幼少の塩河天皇に位を膜る力汀棄位後の芙皇のことを？ ( 
(3)(2)として天皇を後見凶がら政治の実権を掴る政治形態を？（ ) 

®53を行う印は（控 ）と呼ばれ位）を置き加の命令を伝え恣文書で

結（お． ）心心出される（.!i"6. ）なとを発して政務を執ぷ

尋麟の一族や（町 ）廷•1さ、恥麟疇（泥． ）となり、
臣の識叡琴（拉 ）となったり諸国の（①． )に任じられたリした。

®琴区）は軍事力も持った。 <6(. >は、恩違F所を警備する
ために (62. )を置ぃた。



囚院政期のネ士会
①最高罹力者である（切． ）に1叶刊翫寄進が集まったため、寄進地系荘園

とぼ

から納め拓裂祠藷経済基盤にな平。院の荘園群：には、鳥甲上皇が蝦直複t~

(63. )ゃ後白河法皇ヵ唾帝訳寄進した（娩 ）が認。それぞ

れ鎌倉末期には、大覚寺統特萌院続に継承ぎて、知経済的甚盤とな慕。

(I)、影屁ヒ皇が第3皇共に譲某荘園群で最終的に2⑩T所1⑦ l起記のは？
() 

®琴院政期には、上級晋族ゃ大寺院をある国の (6s: )に任命しその

国の公領ヵらの収益を得させ~(66. ）の制度が広ま辛。 66(J)受領咀：
6恥迎聴者忍疇がそのまま任命されで、あを支配した。そして、上皇 lei::自ら 65となよて

(67. )という 66を持某ので、この66も院政の経済基磐の一つとな某。

(I)上級警族ゃ大寺院に国を与た、その国ヵ‘らの収益を得させるという院政鞘
に広ま来制度を？ ( ）（の）制度

®また、上皇たちは出家しで (68. )となさなと＇．厚召頃庭信仰しく(R. > 
史の('10. )を初めとす~(71. )を建立し、 (72. )や

(73. )をくリ返した。

(l) 白河天皇が京都3造営し、斗士大な堂塔を誇』ミ寺院は？ ( ) 
(2.)(1)なと天皇家によつで院政期に造営された寺を総称して••?( ) 

＠こうしたイム巷保護のもとで大寺院が荘園の寄進を翁めで要力を拡大すると、

自らを守るため武装化する（'fll.. ）が朝廷に（布． ）して、荘園の裡利
辱をめぐる主張を過そうとした。 (76. ）［毎福寺］が7~は、（竹 ) 

の（℃. ）をガついで花し、（内 ）涎暦寺］叩午は、（約 ) 

の (8l. )をガついで℃した。この布を鎖圧する忘めに武士を用いたことで、
武士の中央政界への進出を甲aくことにな‘::>た。

(1)上皇が出家した場合、これを何という？ ( ) 
(2)平安後期に登場した京程•荼良の大寺院の武装した者左？ ( ) 
(3)(2)が主張を通そうと神木ゃ神輿をおしたてるなと•して直冠をおこす
ことを？ ( ) 
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